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第 3回 北広島市景観計画策定等検討委員会専門部会 

 

1 日  時    令和 7年 9月 19日（金） 15時 00分～17時 00分 

 

2 場  所    北広島市芸術文化ホール 活動室 3 

 

3 出 席 者    【委員】（敬称略） 

石塚 雅明（職務代理者） 

伊藤 裕康（部会長） 

笠間 聡 

中井 和子 

森下 徹 

 

【事務局】 

 都市計画課長  大西 康文 

 都市計画課主査 中尾 謙介 

 都市計画課主事 横山 成実 

 

【北広島市景観計画策定アドバイザー】 

 株式会社 KITABA 代表取締役 酒本 宏 

 

4 傍 聴 者    なし 
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1 開会 

 委員の過半数が出席していることから、専門部会は成立していることを確認 

 

2 議事録署名委員の指名 

 中井委員及び森下委員を第 3 回景観計画策定等検討委員会専門部会の議事録署名

委員に指名 

 

5 議事 

・景観計画区域の区分、及び景観形成方針について 

・重点的に景観形成に取り組む区域、及び方針について 

景観計画区域の区分、及び景観形成方針、重点的に景観形成に取り組む区域、及び

方針（資料 1）について、事務局から説明 

 

[質問・意見] 

（景観形成方針について） 

◆Ａ委員 

 配慮を促すという意思表示だけでなく、今後、配慮を促すような基準もつくってい

くということか。 

 

◆事務局 

 そのとおり。 

 

◆Ｂ委員 

 要素ごとの景観形成方針を説明する際の地図には、道路や河川など最低限の資源を

示したほうがよい。 

 

◆Ａ委員 

 眺望類型の写真と配慮事項は、わがまちの景観がどうなっていて、どう守っていく

のかが端的に示されていてよい。これは景観を阻害するということが見てわかるよう

に、眺望に限らずほかのところでも充実させるとよい。 

 

（重点区域と景観形成方針について） 

◆Ｃ委員 

 竹山の重点区域の範囲に北広島団地も入ってしまっているが、市街地の建築物や工

作物までコントロールする必要はないと思うので、市街化区域を除く線引きにしたほ

うがよい。 
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◆事務局 

 市街地はコントロールする必要はないため、範囲から除く。 

 

◆Ｃ委員 

 重点区域の線引きは、わかりやすくないと事業者が判断できない。重点道路の範囲

を四角で切り取っているが、起点と終点があいまいだと困るので、地形地物や用途地

域などで分けるとよいのではないか。 

 

◆Ａ委員 

 道路境界から 20メートルを含む敷地は対象になるのか。20メートル以内の建築物

等に限定すると、駐車場自体は届出対象行為にならないので、大規模敷地の奥に建物

を建築して手前に駐車場を整備する場合に届出対象にならなくなってしまうのでは

ないか。 

 

◆Ｃ委員 

 「道路境界から 20 メートルに含まれる敷地内における行為」という示し方がよい

のではないか。 

 駐車場を設置するだけの行為は届出対象行為とはならないということであれば、緑

化協議や駐車場法など他制度との連携で対応できるとよい。 

 

◆Ｂ委員 

 景観形成方針で配慮といっても何を配慮すればいいのか伝わりにくいので、よい事

例をガイドラインなどでたくさん示したほうがよい。 

 

◆Ｄ委員 

 旧島松駅逓所周辺は、島松沢歴史景観保全区域という名称がよい。 

 

◆Ｂ委員 

 歴史景観とするのであれば、島松軟石の石切り場も含めた範囲とするのがよいので

はないか。 

 

（（仮称）重点推進区域について） 

◆Ａ委員 

 届出における景観形成基準が厳しくなるイメージなのか。 

 

◆事務局 

 そうではないが、今後重点区域化し、基準を設定する可能性はある。 
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◆Ｃ委員 

 （仮称）重点推進区域という示し方は、まちづくりの熟度に応じて、今後、景観形

成基準などを厳格にする可能性のある区域として予告しておく点でよい方策である。 

 

◆Ｂ委員 

 景観形成方針では、まちづくりの考え方や方針をもう少し手厚く示したほうがよい。 

 

◆Ａ委員 

 区域の範囲に、道道 46号の東側の沿道とＦビレッジの西側は含めないのか。 

 

◆事務局 

 道道 46 号の東側は重点道路で含めている。Ｆビレッジの西側は市街化調整区域で

あるため、原則建築物の建築はできないが、福祉施設など建築が可能なものもあるた

め、西側の範囲にも及ぶような示し方は考えられる。 

 

（行為別景観形成方針について） 

◆Ｂ委員 

 「行為別」という言葉はわかりにくい。 

 

◆Ｃ委員 

 北広島の景観に影響を与える行為という意味であることから、そういった意図が伝

わる言葉にしてはどうか。 

 

・重点的に景観形成に取り組む区域、及び方針について 

第 5回景観計画市民ワークショップ報告書（資料 2）について、事務局から説明し、

景観計画の推進方策に関する意見交換を実施 

 

◆Ｅ委員 

 市民が景観の良さを再認識できるバスツアーなどがあるとよい。ワークショップで

実施したバスツアーが効果的だったと感じる。 

 

◆Ｄ委員 

 表彰は励みにもなり、景観への関心を高める施策としても効果があるのではないか。 

 

◆Ｃ委員 

 表彰するときにはテーマ性を求めるとよい。北広島は緑との共生や新しい魅力の創

出などを審査基準にしてもよいのではないか。 

 遠野市では景観資源の登録制度があり、市民団体から推薦してもらい管理もしても



4 

らうということで登録をし、それに対して活動助成金を交付している。 

 ルールづくりも行政だけできめ細かくつくるのは大変である。戸田市の三軒協定な

ど、小さな単位で景観の成果を上げられるようなものがあるとよい。 

 景観アドバイザーのような専門家派遣の制度では、景観活動についてアドバイスを

する「活動支援型」の制度があってもよい。 

 写真展だと一過性で終わってしまうので、写真コンテストを実施して写真のアーカ

イブをデジタルでつくり、ある一定の基準で使えるようにして、市内外に北広島のよ

い景観の写真が発信されるような仕組みがあるとよい。 

 一過性のイベントで終わってしまわないように、その取組が次の景観形成にどうつ

ながっていくのかという視点を持って考えるとよいのではないか。 

 

◆Ａ委員 

 苗木は市の予算で用意して植栽場所を用意してくれる人を募集する、プランターは

事業者が用意して花は市民が植えるなど、市・事業者・市民のネットワークがあると

よい。 

 

4 その他 

次回の景観計画策定等検討委員会と今後のスケジュールについて、事務局から説明 

 

5 閉会 

 


